
　　　　ただし，院内処方の薬

代は，受診料と区別する必要は

ありません。
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｜金額の記入 ｜

N 

※青宇による例示については，

実際のご記入では色を変える

必要はありません。

現金払い，掛買い，月賦購入を問わず，原則として品名ごとに税込みの購入金額を記入します。

之 日（ ；，／て曜日） I 
I現金収入文は現金支出 ＋ 

〆〆＊預貯金引き出しは，「現金収入」
欄に記入します。

＊誰のどのような収入かがわかる

／ように記入します
内職収入は，その材料費などを

差し引いた正味の手取り額を記

入します。

＊電気代，ガス代，家賃など毎月

，きまって支払うものは，特に記

， 入もれがないように注意します。

， 口座自動振替の場合は1ページの

， 『口座自動振替による支払』に記

I. 入します。

｜ 叩何…勺たかを記入
・ーー し，受診料と薬代は分けて記入

｜ します

＼＊「ーか明代場合

向 型 j は，数量と現金支払金額を（）

書きし，その金額は 「現金支出j

の「合計J欄及び 「本日の現金

残高」欄には含めません。

収入の種類又は
(2）現金収入（円） (3）数量［占一位 (4）現金支出（円）(1) 支出の品名及び用途
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｜本日の現金残高｜

E クレジットカード，掛買い，月賦による
購入文は現物（もらい物（現物給与を含む。），自家屋自分の店の商品）

＊ 掛買いで購入したときは，「l」一括払い購入，月賦で購入したときは，「2J分割払い購入をOで囲みます。
＊ 現物とは，よそからもらい物をしたり，勤め先から定期券等を支給されたりした場合，また，自家産のものを家軒に取り入
れたり，自分の店の商品を家計にまわしたりした場合をいいます。

* それらの品物を入手した際に必ず記入します。
1 2 3 4 5 

(3）金 額一 分も自分自
(1)品名及び購入方法 指割 (2）数 量

（もらい物（現物給与を）払払ら家店の 吉む）自室産！自分の
右の該当するものをOで囲んでください→ 賦い購い川 市 店の商品は見積り額

入入物産商品
l単位 （円）
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考備

もらい物， 自家産，自分の
店の商品

＊何を，どこから，入手したかが

わかるように記入します。

‘ーー＊勤め先から支給された場合

‘ーー＊自分の店の商品を家計で消費し

［ た場合
‘．．＊品物の価格を市価で見積もって

記入します。




